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章「劫音仮名 J 、第四章「司11の独立」、第五章 r r音之亮左」孜J 、第六章 r r風」字放」からなり、第三篇「動態とし
ての上代語」は、第一章「漢文脈と倭文脈j 、第二章「文末辞・語己辞としての「者」字」、第三章「防人歌の形成」、
第四章「東歌の形成」からなり、第四篇「動態としての枕詞J は、第一章「言語遊戯としての枕詞」は、第二章「被
枕摂取と隔語修飾」、第三章 r r うまさけ」孜」、第四章「枕詞の類型」、第五章 rw高葉集』枕詞一覧j からなる。末
尾に「おわりに」を付す。 (400 字詰換算約 1030 枚)
第二篇は、「用字考究篇」として、漢字とその音司11 (とりわけ訓)の問題として、「字形の衝突」による漢字の字形
の変化の検討や、劫音を表す寓葉仮名の存在の指摘や、高葉集の本文と訓との関係の検討や、訓の再検討などをして
いる。
第三篇は、「言語様相考究篇J として、漢文脈と倭文脈、文末辞・語巳辞としての「者J 字、防人歌・東歌の問題と
して、風土記の訓読や「者J 字の訓の再検討、「東国方言」とされるものの内実などについて述べている。
第四篇は、「修辞技法篇」として、高葉集を中心とする枕詞の様相に関する多くの問題について述べ、枕詞が被枕詞
を取り込んで名詞化したものを「被枕摂取J ととらえたり、枕詞が語を飛び越えてかかる「隔語修飾」の様相を検討
したりしている。
論文審査の結果の要旨
上代日本語の研究は、国語学的な研究のみによっては困難なことが多い。そうした中で、本論文は、国文学的研究
も合わせて追求し、さらには、歴史学的研究をもよく見回してとらえようとするものである。近年、一般に国語学と
国文学とが個別に研究される傾向が強くなっているが、本論文は、国語学的研究を中心としつつも国文学的研究をも
合わせ見ようとしている点に一つの特色があり、上代語の研究にはそれが必要でもある。
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対象とする資料も、高葉集を中心としているが、古事記・日本書紀の他、風土記(逸文を含む)、仏足石歌、さら
には遊仙窟に及んでおり、中心とする寓葉集も、防人歌・東歌や、歌の他に左注をとり挙げ、また、類緊古集をとり
挙げていて、周辺的な資料をよく見ていると言える。
そして、第二篇において、遊仙窟における文字の変化を「字形の衝突」から説明し、仏足石歌における高葉仮名「舎」
を劫音仮名と指摘し、本文から離れた訓の検討を含めて、高葉集の新しい訓を提唱していること、いずれも注目され
る研究である。また、字形や訓の検討には、多大な努力をしていることが認められる。
また、第三篇において、「者」字の訓について従来ノ\もしくはパと訓まれてきたいくつかをトイヘリと訓み改める v
などしていることや、防人歌・東歌が、東国方言をそのまま表しているのではなく、都の言葉による都の歌のスタイ
ルに合わそうとしたものであるという指摘は、大きく評価できるものであると言ってよい。
第四篇において、枕調の性質を「言語遊戯」として折口信夫の生命指標説を批判することも説得力を持つ一つの論
であり、枕調が被枕調を取り込んで名調化したものを「被枕摂取J ととらえたり、枕詞の「隔語修飾」の様相につい
て検討していることも、それぞれに価値があると言える。
一方で、本論文全体のまとめ方はやや並列的で、あって、各篇の中も十分に有機的であるとは言えない面があり、元
の諸論文を一つの大きな論文としてまとめ直す際の問題もないではない。また、「動態」というキーワードの表すと
ころも必ずしも明確であるとは言いにくい。
しかしながら、本論文は、困難な上代日本語の研究の中で、国文学的研究等を含めて先行研究をよく見た上で、種々
の新たなとらえ方を示すものとして、評価できる点を多く持つものである。よって、本論文を博士(文学)の学位に
ふさわしいものと認定する。
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